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陶
去
を
体
験
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
剣
道
円
下
生
ら

い
始
良
市
の
寵
門
司
焼
窯
元
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仏
剣
±
１６
人
、

作
陶
に
挑
戦

加
治
木
・龍
門
司
焼
で
手
ほ
ど
き

鷹
児
島

へ
剣
道
の
研
修

に
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
剣
士

ら
１６
人
が
２５
日
、

始
良
市

加
治
木
の
黒
薩
摩
寵
門
司

焼
窯
元
で
作
的
を
体
験
し

た
。

剣
道
で
鍛
練
し
て
い

る
だ
け
に
日
本
の
文
化
に

関
心
が
深
く
、

落
ち
着
い

た
手

つ
き
で
ろ
く
ろ

を
回

し
て
い
た
。

一
行
は
パ
リ
郊
外
の
道

場
の
門
下
生
で
、

剣
道
の

盛
ん
な
鹿
坦
島
に
興
味
を

持
ち
、

２０
日
間
の
日
程
で

２
日
に
来
日
し
た
。

父
親

が
加
治
木
出
身
で
東
京
在

住
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
白

尾
芳
輝
さ
ん
の
案
内
で
、

剣
道
交
流
を
し
な
が
ら
観

光
も
楽
し
ん
だ
。

寵
門
司
焼
企
業
組
合
の

川
原
史
郎
理
事
長
か
ら
登

り
窯
の
説
明
を
受
け

、
ろ

く
ろ
で
成
形
の
工
程
を
体

験
し
た
。

こ
の
日
は
午
前

と
年
後
の
け
い
こ
の
合
間

を
腱

っ
て
の
訪
間
と
い
う

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に

も
か
か
わ
ら
ず

、
集
中
し

て
熱
心
蛭
手
び
ね
り
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
。

剣
道
歴
神
年
で
五
段
の

ベ
ル
ナ
ル

・
ジ

ェ
ル

ニ
ョ

さ
ん
（６５
）
は

「
心
の
修
養

と
い
う
意
味
で
は
剣
道
に

結
び
つ
く
も
の
が
つ

る
」

と
拒
能
し
た
様
子

。
川
原

理
害
長
は

「好
奇
心
が
強

く
慣
れ
る
の
も
早
い
」
と

感
心
し
て
い
た
。
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仏勿錐河 F九武者疹行剣
道
の
精
神
性
を
高
め

て
技
術
に
磨
き
を
か
け
よ

う
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
剣
士

ら
が
庭
児
島
で
武
者
移
行

し
た
。

幅
広
い
年
齢
層
の

剣
士
と
竹
刀
を
変
え
、

「鹿

児
島
の
剣
士
は
、

皆
が
正

し
く
鍛
え
ら
れ
て
い
て
強

い
。良

い
勉
強
に
な

っ
た
」

と
■
週
間
の
滞
在
を
振
り

返

っ
た
。

一
行

は

パ

リ

に

本

拠

地
を
置
く
剣
道
道
場

・
武

心
堂

（
ベ
ル
ナ
ー
ル

・
ベ

ル

ニ
ョ
代

表

）

の

指

導

者
と
生
徒

計
１１
人
。

価
歳

か
ら
３‐
歳
ま
で
、

教
±
７

段
か

ら

１

級

ま

で

の
実

力
だ
と

い
う

。
「
本
場
の

剣
道
に
ふ
れ
た
い
」
と
依

頼
、

全
日
本
連
盟
で
国
際

委
員
を
務
め
て
い
た
範
士

８
段

、
末

野

栄

二
さ

ん

（備
）
＝
鹿
児
島
市
吉
野
町

＝
が
世
話
役
を
引
き
受
け

た
。一

行
は
２
日
に
庭
児
島

到
着
。

竹
刀
工
房
の
見
学

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
手
み
や
げ
を
渡
し

交
流
す
る
パ
リ

・
武
心
堂
の
剣
士
た
ち

＝
鹿
児
島
市
の
吉
野
小
学
校

県
内
各
地
で
１
週
間

な
ど
を
挟
み
な
が
ら
薩
摩

川
内
市
、

始
良
市
な
ど
県

内
各
地
の
道
場

へ
出
稽
古

を
重
ね
た
。

２５
日
夜
は
同

市
吉
野
町
の
言
野
武
親
会

に
合
流
し
、

約
２
時
間
、

基
本
喪
や
応
じ
技
の
練
習

に
汗
を
亜

し
た
。

終
了
後

は
、

子
ど
も
た
ち
に
メ
ダ

ル
な
ど
の
手
み
や
げ
を
渡

し
、

交
流
し
た
。

同
会
の
会
社
員
岡
部
由

紀
夫
さ
ん
（４９
）
は

「構
え

だ
け
で
も
ま
じ
め
な
練
習

ぶ
り
が
わ
か
る
。

崩
れ
な

い
姿
勢
は

、
日
本
人
以
上

に
素
晴
ら
し
い
」
と
た
た

え
た
。
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フランス人剣士始良市ヘ
フ
ラ
ン
ス

・
パ
リ
郊
外
の

剣
道
場

「武
心
堂
」
で
線
習

し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
剣
士

１１
人
が
２５
日
、

慶
児
島
県
始

良
市
加
治
木
町
木
田
の
道
場

を
訪
れ
、

全
日
本
剣
道
連
襲

警

を
蓄

桑

緊

轟

十
Ｔ
鹿
児
島
市
＝
に
指
導
を

受
け
た
。

剣
士
た
ち
は
礼
儀

作
法
を
含
め
た
範
士
の
指
導

に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

一
衝

罷

又

、
窪

4月27日
(金曜日 )

◎ 西 日 本 新 聞 社
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◎ 西臼本新間社 2012年

輌
士
の
指
導
に
聞
き
入
る
フ
ラ
ン
ス
人
剣
〓

２
人
で
、

本
場
で
剣
道
を
学

ビ
っ
と
２２
日
に
鹿
頂
省的
に
来

た
。蕗

偏
富
県
は
低
密
聾
手
を

多
く
輩
出
し

「武
士
道
の
精

お鉢
啓
窮
西

と
し
て
選

ん
だ
。

一
行
に
は
円
県
営
身

で

「嬰

捗

武
摩

と
言
わ

れ
た
剣
道
家
中
蒼
治
さ
ん
＝

散
人
＝
の
書
書
の
愛
読
者
も

多
い
と
い
う
。

団
長
の
ジ
ェ

ル
ナ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ニ
ョ
七

段
は

コ
」の
地
で
受
け
る
指

導
は
新
鮮
。

学
ん
だ
こ
と
を

フ
ラ
ン
ス
で
伝
え
た
い
」
と

話
し
た
。

県
内
で
は
こ
の
ほ
か
地
元

高
校
生
な
ど
と
計
５
回
の
稽

古
を
す
る
こ
短
で
、

５
月
１７

日
ま
で
日
本
に
滞
在
し
、

京

都
や
東
京
も
訪
間
す
る
。

11人本場の武士道学ぶ
車

!荏

幸
r● ―

幸

幸
= J Z J 7口 ==

華

ヨ蚤

量圏隣侶語(古側体の
蕗誘 配遠の案内

いのちを
いただく 0

出厳毎 092‐ 711‐ 55215


